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藤田一郎 (大阪大 ･医 ･認知脳)
ニホンザルの下側頭葉皮質前半部TE野は､
視覚物体藷識に関わる神経経路のほほ最終段
に位置する｡TE細胞は､物体の部分的図形特
徴である､特定の形､形と色またはテクスチャ
ーの組み合わせなどに､選択的に反応する｡似
た図形特徴に反応する細胞は典まり､コラム構
造を形成 している｡異なったコラムは､皮質内
水平軸索により結合されている｡TE野に'おけ
る図形特徴選択性形成のメカニズム､コラムの
動作様式､水平軸索の機能を明らかにすること
がわれわれの長期目標である.本研究では､節
-の課題に開通して､抑制性伝達物質 GABA
を介するTE野内抑制綴梢の､図形特徴選択性
生成に対する寄与を検討した｡
GABAの選択的桔抗剤ビクタリン (BMl)の
電気泳動的投与前後のTE細胞の視覚反応を調
べ､GABA性抑別の役割を検討した｡BMIの
効果は､刺激選択的であった｡すなわち､ある
特定の有効視覚刺激に対する反応は増強され.
別の有効刺激に対する反応は影響を受けなか
った｡一部の細胞では､元来無効であった視覚
刺激が､BMI存在下で反応を引き起こすよう
になった｡このような刺激は､同じまたは近傍
の記録 トラックで得られた神経細胞の有効刺
激であることが多かった｡これらの効果は､調
べている神経細胞の興有性が BMIにより非特
異的に上昇したことでは説明できない｡以上の
結果は､刺激選択性形成のプロセスがTE野で
も進行しており､GABA性抑別メカニズムがこ
のプロセスに関わっていることを意味してい
る｡
